
経営者としての
覚悟が⽣まれ、
⾚字からの脱却。
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株式会社多摩技研製作所

創業５０年、社⻑交代、そして経営の改善に向けて
研究開発⽤の真空チャンバーや真空⽤配管の製造を⾏
う株式会社多摩技研製作所は創業５０年。現会⻑は３年
前に社⻑を引退し、会⻑の⻑⼥の夫である⻄川⼀仁⽒
に事業を引き継ぎました。また会⻑の⻑⼥、⻄川浩美
⽒も専務として働いています。これまでＪＡＸＡにロケッ

トエンジン開発⽤の真空装置を提供するなど、真空分
野においてその技術は確かなもの。しかし承継前から
⾚字が続いており改善にいたっていないことや、会⻑
が現在も⼀部の仕事を担うなど完全に引き継ぎができ
ていないなどの課題がありました。

現状把握から今後の⽅向性、新たな取り組みまで
課題を抱えた⼆⼈の元に専⾨家が訪れ、財務状況の現
状把握を⾏い、経営の在り⽅や今後の⽅向性について
のアドバイスをしました。「⾃分たちのビジネス分野し
か⾒ていませんでした。その点、専⾨家の⽅は全体的
な視点で、経営に関するアドバイスをしてくださいま

した。」という⻄川専務。また承継前から⻑年使ってき
た設備が⽼朽化していたため、国の事業承継補助⾦を
活⽤して設備を刷新することになり、煩雑な補助⾦の
申請書作成においても、⼿厚い⽀援を受けることがで
きました。

経営者としての覚悟が 5 年間の⾚字経営から脱却
「リーマンショックが後を引いて５年ほど⾚字続きでし
たが、⽀援を受けた後の今期は改善し、⿊字化に転換で
きました。」⾒事経営を改善できたその要因の⼀つには
意識が変わったこと。⻑い間、製造責任者として働いて
きた⻄川社⻑への事業承継ですが、受注時の⾒積りや

原価管理など経営に関する承継を進めることができまし
た。経営者としての⾃覚、やる気や責任が増し、お客様
にも⾃信をもって接することができるようになったそう
です。⻄川専務も⾃社の強みを活かした営業を担当し、
夫婦で会社の承継を実現できた好例と⾔えます。

専⾨技術を活⽤して新たなビジネス開拓へ
「後継者という⽴場で新しいことにチャレンジすること
も考えています。」と、⻄川専務。極低温の技術者と組
むことでその技術を応⽤し、「極低温技術」分野で新た
なビジネスを開こうとしています。優れた断熱性能を
もつ極低温技術を利⽤することで例えば⼩型の冷蔵庫

の開発など、これまで未開拓だった⺠間での販売も視
野に⼊れたいとのこと。経営改善を⽬指していたとこ
ろから、⼤きく前進した多摩技研製作所。今後の活躍
が楽しみです。

今までの問題点、今後の⽅向性、新たな取り
組みなど、多⽅向からのアドバイスや情報を
いただきながら良い⽅向へと導いてください

ました。同時にモチベーションや責任感も徐々に増しま
した。業種は違えど責務はどの企業様も同じだと思いま
す。気持ちばかりが先⾏し⾏動が伴わない等の問題を抱
えておられる⽅にぜひおすすめいたします。（⻄川専務）

後継者の育成体制に着⼿しないまま承継が⾏
われ、不都合が⽣じているなど、難しい⽀援
対応が求められました。承継⽀援の活⽤を促

した結果、事業承継補助⾦の採択をはじめ、後継者が
⽀援内で未熟な点を感じて並⾏して承継者塾に参加す
るなど、予想以上の効果が現れました。

（松元 健⼀ 経営指導員：⽇の出町商⼯会） 
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真空技術のノウハウと特殊な溶接技術を強みに
ビジネスを進めてきた会社が経営難の壁を超えて、
⾒えてきたものとは。
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